第１２回　第５部会（都市整備）

（第４回　景観・緑化条例策定プロジェクト会議　概要）
日　　時　平成１９年１１月１日（木）午後６時～午後７時３０分
場　　所　市役所２階　第３委員会室

　　出席者　（リーダー）和田浩一　小笠原春一　大平定子　白田明義
　　事 務 局　五島都市計画主幹　矢野担当員　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　会議内容　１．市内視察感想のまとめ
　　　　　　　２．条例の理念・趣旨・目的について
　
１．市内視察感想のまとめ
　①取りまとめた資料により説明
（視察場所）

・幌別から鷲別に向かう国道３６号から見た感想は、工場用地で使用されている。
　・鷲別岬
　・若草、新生

　・キウシト湿原

　・札内台地

　・登別温泉

○半日の市内視察を行い一度も見たことの無かった場所があり、市民の人達に紹介してもっと関心を深め守られなければならない、改善しなければならないことを感じた。また、緑についても同じことが言えると思う。

　今後、今までの市内視察も含めて色々検討してきたことを基に、概要を整理し規制条例を視野に入れ具体的な条例のつくりを検討していきたい。
　まず、物事の基本となる、誰が、何時、何処で、何を、という５Ｗ１Ｈなどを考えながら、意見をお聞きしたい。
　
２．条例の理念・趣旨・目的について
　○景観条例を規制条例とすることは問題ないが、緑化条例は規制を課すことは難しいと思う。

　○条例のつくりとしては、地域地区の状況にあった条例のつくりにした方が良いと思う。また、我がまちは、観光地であることから、観光客が訪れて嬉しくなる様な感じを持ってもらえるよう、観光客も意識した条例が必要だと思う。

　登別として守り保存していかなければならないものを考える必要がある。

○目的については、時代背景によって変化してくることから、何を目的に目指すのかソフト、ハードの目的を明らかにしながら、進めなければならないと思う。

　○市全体が統一された景観が必要だと思う。
　　また、住民が楽しんで生活できる景観が必要であり、登別を訪れる人が、登別らしい景観をつくる必要があると思う。

　○登別のまちの色があると思う、市全体を統一することではなく、地域の特色を生かした形がいいと思う。
　しかし、歴史や文化など守るものが少ないのでは。

　規制条例をつくることは難しい、厳しすぎてただ条例を作ることになり、実効性が伴わなくなるのではないか

　○現在ある、都市計画マスタープラン、景観基本計画など景観・みどりに係る各種計画があるので、それを基に整理していけば色々のものが出来上がると思う。

　○重要なものを守るには、保全に対して費用が係るので、市に費用を負担してもらうことになると思う。
　この条例の対象者は、市民、事業者、市、観光客も含めた方が良い。

　○条例案が出来る前に一般市民を含めたフォーラムを行うことも検討しなければならない。
　○規制をかけると、罰則や罰金もあるのか。

　　～罰則については、設けることは可能です。内容については、現在調べているところですが、罰則を行うには委員会を設けるなど、きちんとした体制が必要になってくると思います。

　　～重要なものを守るためには、規制をかけて守っていかなければいけないと思う。

　○景観と緑化条例は分けてつくるのか。

　　～現在は、景観と緑化を合わせた条例とすることで進めている。
　○これまでに、市内視察やアンケートをとりましたので、今後は条例の大枠を作っていきたいと考えています。

　　そこで、他市町村のものを参考にして、私の方で条例素案（たたき台）を作成したいと考えています。

　　　次回の会議までには、条例素案を作成しメンバーの方に予め示し、それを基に色々な意見をメンバーから出してもらい意見をまとめていきたいと思います。
３．次回開催日について

○次回は１２月５日（水）午後６時から開催いたします。なお、資料等については、事前に送付いたします。
　　　また、今後は毎月第１、第３の水曜日に開催していきたいと思います。

なお、１月については、１８日（金）を予定しております。
　　　
　《決定事項》

　（１）次回開催日　平成１９年１２月５日（水）午後６時から

市役所　３階　第２会議室
　
